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図9引張実験用試料の正・
　　背面整形具B（試料の
　　厚さを整形するもの）．
　　平面図（上）と側面図
　　（下）矢印Yの向きは
　　試料を切断するときの
　　整形具の移動方向．
Fig．9　The　holder　B
　　which　also　acts　as　a
　　guide．
板と丁字型板とから成る．図9はBを図示したものである．これらの材料はベニヤ板，アノレ
ミ板，アルミL型金具などである．
　バンドソーの載物台には刃から約11cm離れた位置に定規（図7のC）が固定されてお
り，二つの整形具AとBは，底板の左の側面を常にこの定規に接した状態で前方へ押しやっ
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て，試料を切断する．
2．2操作及ぴ試料の整形方法
　試料の整形工程を図10に従って説明　　　　　定規面　切断面　　　定規百　　　切断面
する．この図では（1）から（4）までは道　　　　　　　二牛1：
具Aを，（6）から（7）までは道具Bを使
用している様子を示している．　　　　　　（1）　　　　　　　　　（6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1：1
　（1）最初に試料の長い方をバンドソー
　　の刃に向けて，かつ丁字型の仕切り
　　にこの試料をぴったりつけて指で保
　　持し・さらに両手で丁字型板をすべ　　（2）
　　り板の桟に接して動かないように押
　　えて（以後（2）～（4）も同じ），まず　　　　　　　　　　　　　（7）
　　一面を切断する（図11参照）．
　（2）丁字型板を右に90。回転し，前に　　　　　　　　　　・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　’l1
　　切断した試料の面を今度は手前に保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
　　の目盛に合わせて切断する．　　　　　（4）
　（4）試料をもう一度右へ90。回し（丁
　　字型板の向きは（2）と同じ），y印を　　　　　◆
　　矢印の目盛（Xの時とは別）に合わ
　　せて切断する．　　　　（・）区：ヨ
　（5）これで試料の幅と長さは寸法どお　　　図10引張実験用試料の整形工程・平面図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仕上った面は太線で表示してある）
　　りに仕上ったことになる．つまりx　　　Fig．10S。。。。。。i。。。t．g。。。f　p。。p。。i㎎th。
　　とyの印は，あらかじめ幅と長さの　　　　sPecimen．
　　寸法がそれぞれ50mm，140mmになるような位置に付けられていたのである．
　（6）次に（1）～（4）の作業で下方に向いていた試料の面を道具Bの側面に接して，L型金
　　具と押え金具（図9参照）の問にはさみ，締め付けネジで試料を固定した後，底板の三
　　角板の位置を矢印に沿ってずらし，試料がバンドソーの刃に当るような適当な位置で試
　　料を切断する．このとき2枚の三角板は，金切りのこの刃がかみ合うことによってずれ
　　ない（図9，円内拡大図参照）．
　（7）試料をいったん取り外して，反転させてから再び固定し，2枚の三角板上のz印を合
　　致させて切断する．
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　　　　　　　　　　　　　小型雪氷試料の整形具二つ一阿部
　（8）これで試料の厚さも15mmに仕上がり，整形が完了したことになる．
　図12には，このようにして整形された試料を治具に凍着させ，引張試験機に取り付けた
様子を示した。このような方法で，中村ら（1975）は圧雪の引張強度を求めた．
図11引張実験用試料の側面整形具Aの操作状況
Fig．11　Running　of　the　holder　A．
　2．3　ま　と　め
　　氷又は雪をバンドソーで切断するときに注意す
　べき点は・無理に切断しようとせず・バンドソー　　図12整形完了後の圧雪試料の引張試
　の刃で切断されるのにまかせて，ゆっくりと試料　　　験機への取り付け状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　12　Fina1shape　of　the　prepared
　を押して行くことである．無理に切断しようとす　　　　・・mp1・i・j・w・．
ると，バンドソーの刃が変形して，試料の形が歪んでしまうか，又は切断されるときの抵抗
が大き過ぎて，バンドソーの刃が停止してしまう．
おわりに
　以上二つの整形具について具体的に述べたが，これらは他の用途の寸法の違う試料にも，
同様に使用可能であろう。ただし，このときには，その試料寸法に応じた大きさの整形具を
f乍ることになる．
　研究費の一部は科学技術庁試験研究所特別研究費によ一、た．
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